
実践名（時間）校内支援体制コンサルテーション

実施者（所属）丹波篠山市立 岡野小学校 森田美紀

１ 子ども 外国人児童7名

２ 目標 外国人児童の学校生活を支える

３ 活動 外国人児童は多国籍、多学年に渡るため、支援方法のコンサルテー
ションを図り、校内の連携をはかる「多文化共生委員会」を設置し、
管理職をはじめ、日本語指導担当、学級担任、養護教諭、学校事務
職員等で共通理解をはかり、学習や学校生活における情報交換や個
別の時間割調整、市の教育委員会との連携等をそれぞれの役割に応
じて支援内容を思考し実施した。

４ 工夫 多文化共生委員会では、赴任された先生方対象に外国人児童の内情がわか
るように説明し、彼らの必要な支援を確認し作成した「特別の教育課程」
をもとに、本年度の日本語支援指導の個別の教育計画を伝達した。夏休み
には、篠山国際理解センターの支援員の方と一学期の成果と課題を確認し
たり、日本語指導者養成研修会で学んだことを夏休みの職員研修の一環と
して伝えたりしている。

2025年10月19日（日）
東京学芸大学 先端教育人材育成推進機構外国人児童生徒教育推進ユニット

実践交流会「多様性が活きることばの教育実践」 第３回 神戸
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